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非隣時欝数型ガンマ線スペケト購メータ灘検出器の試作
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　ガンマ線のスペクトルを解析する．腸合に懇灘する障審

の一つは夢慧ンプトン散乱であ欝，燃の影響を除嚢する

ため，種々の努力がなされてきてい樵．

　従来のN麟（丁至〉結酷を単謬虫に使．弔したガンマ線スペ

クト鯉メ・一一タで聾華ることが窯｝きるスペクトノレは畏1放捧潜生

核種に瞬有な光電ピ…クが現われ恐一方，その低エネ噺

ギー側に黒ンプ1・ン散乱驚窯子／な愚連続迩く弟・ルが相

議顕著に現われる．これは結品が小さくなると特に著じ

くなる。このため爵鋤較的多くの種類グ）放射性核種が混

在す篠試料，たとえばウ饗ン鉱石，トジウム鉱石のガン

マ線を測定する場合，低濡ネルギーガンマ線の光電ピ轡

クは，高諜ネルギーガンマ線による慧ンプトン成分ξ相

重なッて畢精擁な瀞i定が歪辱られなくなる．L，たがウて瓢

ネノレギー測定には，この獄ンプトン成分をできるだけ除

去し，理想的には光電ビークだけを取出す方法を考え，

諜ネルギーの分解能を高める必要がある．

　この醸的のために疑熱逸轄簸，烈蒸鍵癒轡らは壽騰ン勢カ

ル翼法によって麗ンプトン成分の形を計算し，いわゆる

ぴスポンス行列を求め，出力波高分布から入射ガンマ線

スペク1・ルを求めてい凱　しかし非常に努力を必要とす

る操作であるので，多数の試料を短．時問に分析す愚瓢と

　事物類！潔麟蛙薪1

　寧事競肇讐繋繋

は認難であ猫．また蘇暮嶽轟戯、鍵瞬は驚つのN擁（灘！結

麟韓醐響計数欝騰を使用L、て，一定の方向に散乱された

識ンプトン散乱ガン閉遜県を検鐵する方案無を提案している

が，筆考の一入が趨試した結果凱よると線源の崩壌率が

癩当大きくなけれぱならない、轍のよう轍すでに種舞な

方法が試みられている讃叢鉾鉱石ぎ岩；鷲の放射能分析に藁癒

用さ浄している葡1は．難、当齢ない瀞

慧．厭理灘よび蕪鍛

　こ烈謎べる方法は，獅轟巌轡貯の試みたものと原

理的にはほぼ籍じ寒）のであ備て墨N麟ぐ欝）結晶の周翻を

井戸型シンチレータで包み，　この賛蘇（灘〉結晶よ桝1鑓

鰍、ノびンプ1・濃娩ガン礎牽墨（二次ガンΨ線〉を捕え

る．そしてそれによッて態膿たメルスをこれ鵜対応すゐ

バノレスすなわちN譲（灘）結贔申の欝ンプトン敵乱電子

によ恐ノ考ル蝿とともに非陶時謝一数回路に導．いて消去し農

ガン曙線の購ンプトン部を減少するようにしたものであ

る．非購時計数灘路を使用してい恐ため，宇憲線なビに

よる灘然計数の低減も当然なされているはずであ凱

　装置の構造の概要を第互図に示す。検出器のウ航シ

ンザ・レータにはごく一擁黄的1こ使矯藤壽～ている葺鍵藤嶽陶￥

製N無取灘〉蓋．ぎφ×ぜ結藻を，蜜た井芦灘シンチレ禰

タには比較的安価プ試1プラ隊チツクシンチレータ（ナシ欝
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ックや1灘削熱欝℃以上において起こる表瀬溶解現、象癒ど

の障審が生じたが，工作瀬に燈油を混ぜた切削漁を絹

い，回転数器（葺建M，亙スト獄一ク（籍謙鞘程度で整

形を骨なレ㌧　また表顧研磨についても，やは1鮮褻擦熱の

ための瀦疑面き容鋳1が葺三業を鐡灘勲こレた1が，　講幡幾権三ラウリノレ

硫酸マグネシヴム乳化剤を使用することによ！）タこれを

防ぎ一応轡望の透闘度を得た。光電子繕倍管は呈隔擁纏重

繊駿駈使用しヲ　シンチレータと雑1東芝シ夢雛ンオイノレ

（騨翌㌦＄，裂購h粘度i｛）閥鷺羅薩背率蓬、轟礁○）を｛寅用して光学

的に接着懸せ“ぐある。検出器1感ごれ、らを内｝繊』アルミ1

齢轡ム製の。容器に入れ外部からの光は完全靴遮蔽されて

い愚．検出器全体としての大きさは，薩径欝む熱当長さ

鱒（灘程度の円柱状のも¢）である．なおプラスチツクシ・

ンチ駒一タを掩うアル業瓢ウ．耀）内側は蛍光が散逸され

ずに光電瀬に集められるよ旗擁三漁、ペンキを塗布した，う

えタシンチレータとの糊隙に反射剤、として酸化マグ摩シ

ウムを塗菰鐙婁レた馨

　パルス波鳥分析器は非同時計数劉路を内蔵する東芝製

登慧ヂヤンネル1皮轟分／チ計暑粂黙蓋）s3鑑鷺（）3を／吏購した箒

慧．　測定藻憲果

1本装置賦．試って得られた篇γ鷺欝、機縫泉溺1の激ペクトルを

第鑓鶉紅孝す。撚のように雌ンプトン部の消去効率は

光惣ゴ魅ク美頑慌考難勝鵠ノ1盤職i×鵬）燃銅％が

葡・γ％に，裟た，縦ンプトン各部分についての

楓エネルギ…部の効果鍛大の部分で約鎌％であった。

　複合核種試料として欝U系列を禽む粉状試料（獄S．

A．熟．（二1，N瞭w灘難鵜wi磁蓋麟穏繊薦鍵γ、製のウラン標準試料

蹴置」含霧率唾．○％〉約⑳馨を内径鱒懲鵡，深さ鷲凱蒲，

肉厚蓋．5難凱のアル畿瓢ウム容器に入れて使用した．そ

蹉）スペクトル測定結果を第蓉覆1に示す．イ翫瓢ネル・ギー部

では爵通常計数スペクトルに対して夢非同時計数スペク

1・ルでは，寵数は当然減少するが，光電ビーク此の向上

は充分推定し得る．たおえば載懲慧蕊襲v（壽怒駿隷），甑懲藁

擁鷺V（灘導）による光電ピー弟は非同時計数獲i路を使用

することにょって顕著にな夢，分解能の向上がうかがえ

る豊

購．　今後検討饗饗す籍簡題

　尋．曝　偶発岡時欝数誤蓬

　これは讃財編『的に1司ll毒に量雛こらなくて，馨謹者がそれぞれ

独立轄偶発的に起きても，偶然同時に起きたように近接
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して起こ鵜ためにン1司織需翰数され冷したがつて逆1溝1騨讃・

数から除かれたた．めに起．慧る誤差である。

　プラスチツクシンチレータの縮然計数率とN譲（丁薫）結

熱の謙数率をそれぞれ醸，轟，欝数織躇の分解時開を

響として偶発1司時計数を　2》議　とすると，

　　　　　盛墾義繍黛響糞》潔鋸

訟なるので，聯，辮憲¢）いずれかが大きい場合には非同

時計数の湯合の光電ドークにこの誤差がどのように影響

す悉かを検討する必要がある．今回薮）餅撫の通常計数

に1おける光電ピー・クダ）蘭積は，畿験〉d斜鑓）灘ラプラスチ

ックシンチレー一タの幽然計i数は，建．蔭×縛簡裏）瓢，ぐは

雲×鎗牌誉㈹cである。入犠藍紅董〆茎×緯閥欝凱となって理論

癩灘藤％ぐらいしか鋳霞戯．麺吻であま聾獺にな

らないの実際今籔の測定では，この数よ離やや多く減少

し・非嗣時計数分光電ピークの講積はs。7×緯曳嘗）熱ぐら

いである、

　疇遼　プ畢ス鋳ックシン勝レータの形状，大響さ

　7ソスチックシンチい一タの形状，大きさについて

醜N瞭購結醗潜s響騨瞳の購）釈○．灘臨V）

のガン嘱紛一題激乱による二次ガンマ繍のいての検

出効率毒，材料の大きさ訟癒麗懸レて決めたものである

が・将来さらに効率をあげるためには，謄ン掛爵ル雛法

などによる詳継な検討を試み，最も適当癒形，大き憾を

決め愚べきであゐ。N雄（鱗〉結羅の軸に平行に入射し

その散乱幾が小さい揚合，二次ガンツ線は今回の実験で

は・プラスチツクシンチレータに濫やて捕えられずに逃

げてし荻う、そのため低叢ネルギー部での慧ンプトン消

去率がわるくな翫今後は慌跨点について考えねばなら

ない．

　購講　非醐締欝数灘路のゲー纏／ベル

　ある散乱幾では散蹴皿次ガンマ線のエネルギーが小さ

くなるので，プラスチ砂シンチレータで掘1え騰ため

に・非樹時計数嬉踏のゲー一トレベルを適灘に決めるこ鳶

が1璽要である。しかL毒．璽1こもふれた1ように雪ノイズあ

るいは遡薫糞言新誉女によるで編多澹嗣巽寺謝嘆数蓑県藁甕も考邑／懲せね著漢な

らない。今幽行なゆた実験では，S催驚V付近で調節し

た．

聾．　お桑）りに

　以上が今園試作した．非岡時掛数型ガンマ線スペクト糞

メータ検出器の概略とその・陸能試験結果の大略である．

将来．慧次ガンで線を菊西効に捕えて爵ガンマ線のよ墾精密

な瓢ネルギー分析の可能’雛が期待されるので夢粉状試料

の還ペク姿・ル測定韓よる放射性晃素の定量，放射化分析

紅おける核種の決定や定量，その他トレーサー実験など

に役立て得るも蹴）と、鞭、われる、

　鍛後轄ヅラ裟チックシンチレータの整形，研磨などに

関して放射線医学総合研究所物理研究部田中栄一氏から

懇切な御指導を賜わった．ここに感謝の意を表したい巻
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